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物
価
高
騰
が
と
ま
り
ま
せ
ん
。
円

安
や
イ
ラ
ン
戦
争
の
影
響
で
、
さ
ら
な

る
物
価
上
昇
へ
の
不
安
も
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ナ
フ
サ
不
足
で
建
築
業
な

ど
は
物
資
が
入
っ
て
こ
な
い
た
め
、
仕

事
が
で
き
な
い
状
況
が
あ
り
、
倒
産
す

る
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。
国
民
生
活
は

物
価
高
に
収
入
が
追
い
付
い
て
い
ま
せ

ん
。
今
、
一
番
大
変
な
の
は
国
民
の
暮

ら
し
で
す
。
国
民
の
所
得
が
増
え
、
暮

ら
し
が
安
定
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。　

　

高
槻
市
で
は
こ
の
間
、
水
道
料
金
の

基
本
料
の
無
償
化
、
ま
た
９
月
か
ら
は

８
回
目
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
利
用

が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
市
民
の
暮

ら
し
は
大
変
で

す
。
夏
休
み
を

前
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

キ
ッ
ズ
ド
ア
が
実

施
し
た
調
査
で
は

困
窮
家
庭
の
多

く
が
休
み
期
間

中
、
食
事
量
の
制

限
や
エ
ア
コ
ン
の

使
用
制
限
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
と
答

え
て
い
ま
す
。
回

答
者
の
９
割
以
上

暮らし応援の緊急要望暮らし応援の緊急要望

が
ひ
と
り
親
家
庭
で
す
。

酷
暑
の
中
、
ク
ー
ラ
ー
が

あ
っ
て
も
電
気
代
が
高
い

の
で
、
つ
け
ら
れ
な
い
と

い
う
高
齢
者
や
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
へ
の
直
接
的
な
支

援
が
必
要
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
実
施
し
て
い
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
は
実
施

ご
と
に
利
用
す
る
人
が
増

え
、
短
時
間
で
用
意
し
て

い
た
物
品
が
な
く
な
る
と

い
う
状
況
で
す
。

　

こ
の
夏
に
備
え
て
、
緊

急
に
暮
ら
し
応
援
の
施
策

を
希
望
し
ま
す
。
ま
た
、

物
価
高
騰
は
夏
以
降
も
続

き
、
市
民
の
暮
ら
し
は
さ

ら
に
大
変
に
な
り
ま
す
。

高
槻
市
に
お
い
て
は
来
年

度
も
見
据
え
た
長
期
的

な
暮
ら
し
応
援
を
今
後
も

実
施
す
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。

①
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
に
食
料
支
援
な
ど

を
す
る
こ
と
。

②
高
齢
者
・
障
害
者
・
低
所
得
者
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
等
を
対
象
に
エ
ア
コ
ン
の
購
入

や
修
理
費
用
へ
の
助
成
を
行
う
こ
と
。
エ

ア
コ
ン
使
用
に
よ
る
負
担
軽
減
の
た
め
の

電
気
代
補
助
を
実
施
す
る
こ
と
。

③
生
活
保
護
利
用
者
に
対
す
る
夏
季
見
舞
金
の

支
給
や
食
糧
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
。

④
夏
の
猛
暑
で
の
熱
射
病
対
策
と
し
て
、
民
間

施
設
の
ク
リ
ー
ン
シ
ェ
ル
タ
ー
を
増
や
す

こ
と
。

⑤
公
共
施
設
に
給
水
機
の
設
置
、
無
料
で
利
用

で
き
る
給
水
ス
タ
ン
ド
の
案
内
を
行
う
こ

と
。
民
間
事
業
所
に
も
呼
び
か
け
る
こ
と
。

⑥
ナ
フ
サ
由
来
の
資
材
不
足
で
仕
事
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
実
態
を
調
査
し
た
う
え
で
、

支
援
を
検
討
す
る
こ
と
。

⑦
子
育
て
世
帯
等
に
秋
以
降
、
お
米
の
支
給
な

ど
物
価
高
騰
に
対
す
る
独
自
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
。

⑧
公
共
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置
く
こ
と
。
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改
定
健
康
保
険
法
成
立　

患
者
に
重
い
負
担
増
は
命
脅
か
す

保険料
削減は

保険料
削減は

１８３
円

１８３
円

　

今
回
改
定
保
険
法
は
、・

O
T
C
類
似
薬
（
市
販

薬
と
有
効
成
分
や
使
用
目

的
が
同
じ
処
方
薬
）
の
患

者
負
担
増
・
出
産
費
用
無

償
化
に
向
け
て
正
常
分
娩

に
全
国
一
律
の
単
価
を
設

け
、
公
的
医
療
保
険
で
賄

う
制
度
の
新
設
・
高
額
療

養
費
制
度
の
見
直
し
に
当

た
っ
て
の
考
慮
事
項
の
法

定
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

一
括
法
で
す
。

　

政
府
は
O
T
C
類
似

薬
の
薬
剤
費
の
４
分
の
１

を
保
険
給
付
の
対
象
外
と

し
て
「
特
別
の
料
金
」
と

し
て
支
払
い
、
残
り
の
４

分
の
３
を
保
険
給
付
と
し

て
負
担
割
合
に
応
じ
て
定

率
を
支
払
う
仕
組
み
を
創

設
。

　

２
０
２
７
年
３
月
か

ら
、
解
熱
消
炎
鎮
痛
剤

ロ
キ
ソ
ニ
ン
錠
や
花
粉
症

　

一
方
、
花
粉
症
や
慢
性

疾
患
、
が
ん
や
難
病
で
長

期
療
養
を
必
要
と
す
る
患

者
に
は
重
い
負
担
増
が
強

い
ら
れ
ま
す
。
負
担
増
に

よ
っ
て
治
療
を
中
断
す
る

な
ど
、
命
や
健
康
、
生
活

　

相
次
ぐ
医
療
制
度
改
悪

は
「
現
役
世
代
の
負
担
軽

減
」
の
名
の
も
と
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
O
T
C
類
似
薬
の
追
加

負
担
」「
高
額
療
養
費
制
度

治
療
に
用
い
る
ア
レ
グ

ラ
錠
な
ど
の
７
７
成
分
・

１
１
０
０
品
目
の
医
薬
品

を
対
象
に
す
る
方
針
。
窓

口
負
担
が
３
割
の
患
者
の

場
合
、
薬
剤
費
の
自
己
負

担
額
は
１
・
６
倍
に
増
え

ま
す
。
２
７
年
以
降
に
対

象
範
囲
や
負
担
割
合
を
拡

大
し
て
い
く
こ
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

の
見
直
し
」「
長
期
収
載
品

の
選
定
療
養
見
直
し
」
の

３
項
目
で
軽
減
さ
れ
る
保

険
料
は
、
月
額
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
１
本
分
（
約
１
８
３

円
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

O
T
C

O
T
C
類
似
薬
の
患
者
負
担
増

類
似
薬
の
患
者
負
担
増

「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」
と
い
う

「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」
と
い
う

が
、
月
額
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
分

が
、
月
額
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
分

（
１
８
３
円
）

（
１
８
３
円
）

を
脅
か
し
ま
す
。

※　

必
要
な
医
療
は
保
険

診
療
で
給
付
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
き
た
国
民
皆

保
険
制
度
の
理
念
か
ら
大

き
く
逸
脱
す
る
重
大
な
改

悪
で
す
。

OTC薬OTC薬

とは？とは？

　

O
T
C
は「over 

the counter

の
略

で
文
字
通
り
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
や
薬
局
の

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し

に
購
入
可
能
な
医

薬
品
の
こ
と
で
す
。

O
T
C
類
似
薬
は

医
療
機
関
で
医
師
の

診
察
を
受
け
て
処
方

箋
を
も
ら
い
、
薬
局

で
受
け
取
る
医
療
用

医
薬
品
で
す
。

　

長
期
収
載
品
と

は
、
同
じ
成
分
の
後

発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
）
が

あ
る
先
発
医
薬
品
の

こ
と
で
、
後
発
が
あ

る
の
に
、
先
発
を
選

べ
ば
負
担
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

医療保険制度改悪による保険料軽減額

制度見直しの項目 １人当たりの軽減額（年額） 月額換算
高額療養制度の見直し 約 1400 円

（患者負担上限額の引き上げ等）

約 116 円

OTC類似薬の追加負担 約 400 円 約 33 円

（処方箋価格の４分の１を特別料金として負担）

長期収載品の選定療養の見直し 約 400 円 約 33 円

（後発薬があるのに先発薬を選んだ際の追加負担増）

合計 約 2200 円 約 183 円


